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謂灘島欝灘纂麗兇く誤灘　・れ鷲難っ・焦驚懇羅響㍊
辺…鵬湿阯繍（・4，一…％、’／．H）は熈既族係i　　鰍鰍した・

鰍纂翻配犠羅饗1乱1藁講鋼l　　　　ee験方法
なることを濾めている。最近土騰（tO）は火鑓の繭について　　　　爽験に牽つて最も注慧をはらつたのは，湿度の調整及

爽験し，繭解衛は上蕨湿庭の影響による繭層のll勿理的変　　　び上族営繭rドの湿度変化を簸小限に止めることであつ

化と樹搬な関係を麿すること，叉西岡切1藤（“）は上労奨畷　　　た。これがため予め大型Desiccator内をH2SO纏、，』P・20r，，

に．おける昏種轄燥剤の効用にっいて夫々報擬している。　　　CaCI2等で調湿した後，澱児収容前の器内湿魔と収容後の

　筆暫等は繭解衝の基礎的研ダ巳の一部として，上族湿度　　　器内湿腿変化とを小型湿度討で観測して，築験閏的に好

のちがい，営繭中叉曝備後生繭取扱い中のiEJI．ilg変催箸望　適な収容頭数を逢めた．従つて養児収容後はr声め調湿し

と角糊抵抗との関係な調べるた塀こ，種々の関係湿附こ　た関係温度より5㍊o％R・H高湿状態であつたeeとを

調湿したDesiccator内で當繭せしめて鍵験した結某，　　　附嶺する。特に0％B。II区は濃硫酸による調温では不

上族継の影響は勿論著しいが，螺1娠扱い申の澱変　充分であつたため，吸湿力の極めて大きなP・o・を上下

化による影響も軽視嵩来ない重要問題であることを伽つ　　　に掘罎し，更にCaCI2をこれに併用してようやく目的湿

teので，これらについて報告する。　　　　　度に近づけることが掛来た・これ¢utas体ならびに吐緬

爾，ma気によ親蝋の影響につし・て轍矧続き研究　糸から放r±1さオ偽紛騨なる拡散作用のみによつて吸

する予定である。　　　　　　　　　　　　　　　　　湿剤に吸収せしめたためである。　　　　　　　1

起稿に当りse．・．．Wt試料ならびに実験のイ甦を与えられた　　爾，上側覗庭の変鋤をさけるため，1亘瀧内で営繭

当学部麺学科蒲生・竹田両研究峯，製糸学科白井講師　せしめた・又本報告セこ於て舗繊いは生繭取拠・申の

及び終始撒を手伝われた吉池恵美子繊こ対して衷心よ　澱変化というのは・次の様な特別の揚合についての実

り謝意を表する。　　　　　　　　　　　　　　　　　験である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営繭申の湿度変化試験：これは上族湿度0％R・H及

　　　　　　　　翼験試料　　　　　び100％R．Hの両区にっいて，夫々営繭開始より繭層の

　本実験e＃　1954－1955の2ケ年にわたり次の様な試料を　　　％鍛を吐糸させた後，交互に入れかえて湿度変化を与え

用いて行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たまま後半の営繭を終了せしめたものである。

　　白馬×天竜　　（1954年春，当学部藤）　　　　　　　　生繭取扱い中の湿度変化試験：上詑と同様に0％R。H

　　日115×支108　（同　年厘秋・同　上）　　　　　　　　及び100％R・Hの両区についてt営繭終了後0％区を

　　長光×信和　　（同　年晩秋，同　上）　　　　　　　　100％R・H申に，工00％R・H区を0％R・H申に夫々

・糧告の煙は昭和3・鞭中部日糠縛会におし、　1岬2骸移行して湿駿化を誠たものである・
　　て発表した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更に湿度の影響度を詳細に調べるために・0％・40％・

　＊＊信州大学繊維学部　製糸研究簑　　　　　　　　　　　　60％，80％工00％R・H等と夫々異る関係湿度で上族営

mamoenaeum
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繭せしめ，生繭及び乾燥後の騨汗抵抗を測定した。　　　　　　　　　　第1袈　」臓温湿礎と免獅潮1購

灘1講響羅欝灘鰹議盈覇劃：1刷訓1旨数
汐鵬慶とした二重附・浸鰹，湯の購・よる影『 ﾎ鵬10・o・・鵬証（・剛輿話
饗罐総藁灘騨瀦報驚堤議蹴1驚ro・・1・6猶61己一・剛％
を以てする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備踏　晶種：凹工獅×爽108，漁蜘．雌’｝1浸議ビ5㌍Gl後，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95°C中に7分浸澄，繰櫓：50℃，：1・llOrn／1ni！1

　　　　　　　　実験結果及び考察　　　　　　　　　　　　騨｝f抵抗言；ザ；1蝦腿力測難拶ミによ嶺，

llme亡雛二驚撒訓i概族温変灘識1翻灘繍ll澱
澱の鱗醐舘ついて轍蝋みた・上蕨澱姫　彫響戯1野己さ泌調叉，孟脚1轍い中鵬欄蜜或い
季であつたt・Y・　25”“27°C畷の生徽界に近い38”一 @眼細、に」鰻鵬　騰祉素、齢獅ブく勲鵬添直
4°°Cとした・澱は゜％R hH鷺工゜°％R°Hの2鴎　度・潮係・・1轍・翻・・㈱・1糠塒、　ll一庶1・

謝た・第1灘こ紡の灘獺でつくつ姓繭の解　c，，、、1）RSjP“、，。蹴した欄繍・瞬り鰯｛翻購磁附

第1響離鰯上鞭は囎の騰著しく・踊　る．次、。舗、1蝋1糠化、。より・％R・鵬、よ靴く

糸の湿融力小劉断多く襯不臼臨つた髄然　厭するの甑し・C，　1・。％M聴聴・、師細。

蠣の平均徹乱た・従つ帳のmaa　iJ’さいが内慨　れ畷粍“照糊で舗，民琳、蜘鰍峨…畷

篇蟹鶴議編滋灘1朔撫　臨撒1鵠1畠ll購撚熱撫鵜
区腱層醐じて極めて波の囂ｭく殆んど平ら嫌　舘何渦燃区より鰍じ・，剛そ嫡力、醐鰍
状罎し・ユ゜°％’R°耶麟層矧1曙しL　’pal形姓じ洛　・。・％R．1、凶。比して。％R．H鴎、械1、畑、譲

鰍獣き帳加変動転しi　「”9層の細膿加鞭　は…燃．耶力・舗中曙し、繊嚇辮鰻け’t，：

　2・営繭中及び隼繭取扱い中の湿度変化と解艀抵抗　　　　たところ，第3表の姐き興昧ある紬繋を得た，，

　　　との関係

第2表　営繭申及び生繭取扱い中の湿度変化と解箭抵抗との関係

ミ＼＼轡区　生繭（対称区）　　舗囎駿化区　生酪鞭及叫澱靴区
関係ｼ度塑蹴（…）可而鱒　（・1d「「両「霧一翫繭嘱露数凹

」纏墨」0・・951％1』・2251P°シ鋸・．2631脇栃
糊轟i・・2411餐猛⊥1二聖L芝重＿喫．．．Li％．

儲長光×イ訥（1954年鰍）・上耀度21°・，煮繭・54°・醗灘後95’c・｝・に粉lll職、・，；t

　　　繰糸及び解｛野抵抗の瀾定は第1表に同じ・　（　）内は実湿庫を示す。
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第3表　生繭取扱い中の湿艇変化並びに乾燥と解箭抵抗との関係

’’’”

j＼＿微区　生繭（対駆）　　生繭取扱いpl・1　6｛）湿腋化　　乾　　繭

璽係磁・解獲1「誹・）1爾∫1薮［…）i同指数』爾「高指薮
＿2銚墨＿［一，・二1巨・一．里遍＿一血鰻．L里壷工1⊥頭亜ユ厘斑

」蟹墜且＿坐＿饗飯沼＿…煕．IL聖劃．＿．塑紅上裟董
備考　晶種及び条件は第工表に圃じ，乾燥：気熱普通乾燥

　表に示した様に0％，瀬0％R・Hの両1まζは共セこ當繭後　　　影響は馨しい？1　1：が推禦される。

1田の湿度変化で乾繭の解“｝予抵抗イllt｛Vd殆んど接近し，個　　　叉0％R・H及び100％R・∬上蕨藻両の外観は夫々の関

x（の測定櫛こ於ては，1；吃繭のそれを越えるものさえ孝跳　　係湿度の下では，縮雛その他肉瞑的観黎では余り差錨よ

された・尚，（2）と同様PdOO％R・H区卿欄・・Fに於v（既　見受けられないが，これを乾燥すると，106％R・Hl獅繭

に多湿の影響を大きく受けているために，その変化船　 灘iに…翫い鬼チヂラが1棚す翻をll勘た。

幟比較的に少い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・　上族湿慶と解野揖抗との蘭係．

以上の（2汲び〔3）から生繭の取扱い嘔こ於て，」㈱緬こ　（1ト⑧は上灘度の極端な揚含のみについての懸結

よる繭閥の湿潤化，蹴これらの繍轍分が鮒に撒　 S，kであるが・更に詳細に澱の影融1を調べたところ，第

しないうちに高温乾燥叢に投入される事等により愛ける　　　4，5表の如ぎ結果を褐た。

第4表　上籏湿度と解傍抵抗との関係（その1）

＼こ一一．、選豚醸

煮繭＼＼解餅抵抗＼
　　時間　t”・・一一～．一．一＿一．一

生繭3分難繭
生繭5分煮繭
草乞蘇薗6分煮爆薗

0％R●H　 （5％R・H）

（9！d）陣指数

）1「「．一｝一一皿“

60％R・H　（70％R・H） 100％R・H（100％R・H）

雫”　　　　　　　　　「
i・！・）1岡粥数

り　　　　　Ph［層「伽ぼ「酌幽h」F一

0。045　　　　　　　　　100

0．025　　　　　　　　　　100

0．OS’S　　　　　　　100

0．078

0．　OS2

0，064

173

208

110

0．114　　　　　254

0．080　　　　　　　　320

0．084　　　　　145

備考　品種：日工22×麦工22（1955年　春），上族温艇20°C，

　　　繰糸：40・C，X．　Ocm／sec，解舎予抵抗・光学的部分張力測簸法による。

第5表　上族湿度と解箭抵抗との関係（その2）

＼駆湿駄覇跳L輩量止號躍）1（雛鎧LL（18綴：琵）【分散比
生　　繭

乾　　繭

0．015

0．042

O，023

0，e57

0．038

0．065

O，066

0．082

0．060

0．088

108，3＊＊

　5，4＋

備考　品種　栄光×満月（1955年　晩秋），上族温度22±1°C・薦繭：翼空浸透（50°C）後95cF図こ5分浸漬，

　　　繰糸：40°C，1・Ocm！sec　w　5％有意　ac・＊1％膚意，解舗抵抗1同上

　又第1図は第4衷の値に測定値の変動を加昧したもの　　　生繭に比較して乾繭の測定値が大きな変動を示している

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは，乾燥の影響も考えられるが，煮繭特蘭を生繭と同

表及び図で鯛らかな様に上族湿魔の高くなるに伴つて　　　一にした九め生繭に比して乾繭の煮熟度が木充分であつ

解箭抵抗は指数曲線的に増大し，60－－70％R・Hより著　　　たためとも考えられる。何れにしても湿度め影響にょる

しくなることが知られる。生繭区に於て100％R・1－1の点　　　解語抵抗の差1ま乾燥僕幾分縮少される。

で下つているのは，Desiccatorから取掛し直後に慰繭　　　　次に繭周別の解傍抵抗変化の1例を示せぱ第2図の如

をしたため，繭層の含水率が多く，可成り湿つた状態で　　　くである。

あり煮熟魔が特に進められたものと考えられる。爾又，
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1°

O．09

　0，0B角￥

釘o・o？

抵o．Ofi

抗
覧゜・05

　0．04

0．03

0，02

0．01

…折多多’ @　層　胤て儲の解繭鑑蝋翫、嚇眼燃，夢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　ノノ’

　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　木研究に於て次の事項葡lllり得た。

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　1　上族湿度の．」｝昇と共に解箭撫抗1叡：辮数曲線的に：i曽大
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　メ
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　／〆／、、　　　し・60’－70％R・IIよ曙しくZ怖
　　　竺第／　／、《　　2・。。％1田：蟻琵醐・　酬澱r燃・％M工燃
一／ @　ノ／ノ’　　　繭の2～3倍t・・耐砿桝轍に方昏脳両辮）撫

m踊　、生響鼎購一、＿脅賊鰍
　　　　　　”多1　　　　　　れかえて湿度変化齢・ると，1鞭変化V！：fiい4、のに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るず、、

o－20　40　GO幽　日0　100　　40％．1．1・．1一工及び工00％】も・．T．：＿ヒガ擬繭虹聡ニピニ，し・」ぐ，・t：翁蝕1畠冬

　　　　　上族湿度（％）　　　　　　　　　　　　了後の生繭取扱い中に急激オ史湿麿変化を跡丸る劫｝il勝

劃図蝋澱と解棚搬のlpa係　　　購しく欄鱗嫡対るが談糎・鋤齢壱沙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。又醤繭後生繭に棚端な蓉且1度変化な4え．ることに」：

　o，16

　0脳ユ馨

　o．10

　0，i　2

解叩1
舎チ

　o，10
抵

抗o・o・9

％叩8

　0，07

　0，0覇

oρ5

0亀04

0砂0呂

　　　’＼〈，”β、，P　　湿上繭購曙しい・5（ヌ撒力は蠣よ嚇了に

／八，xJ二二》24〃∀’　かけ麟する゜

frl　lul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り乾繭の解箭抵抗催1に撲近し，時折軌繭以、1：のものが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ致見さ2一したo

●．＿→IOOPtゆOx　　・　　　　．「　　　　　　5　低湿上族繭（0％，40％：1いII）ほ撫繭オ耐1t少く，緒

＝、。：ζ“1°°St　ノ　　　納多肌，・％J：”…上㈱にい畑て齢i繍が
Pt’”一一‘“°°x @　！　　、’　　；J膿し易い。これに対じC盛蠣嚇瀟（80％，エ00％
　　　　　　　　　1　　・’　　　R・H）は繭糸の膠着…乱く，漸撒航観脅大し，中・
　　　　　　　　　♂’　／　　内層に於（繰糸不有陵繭姓ずる暢脅が見られた．

　　　　　　　　億，／　　・囎上灘揃肇舎鋤撒齢　鰯逝・て幽て変
eN　　・・1ハ・’　　　鋤少く，…％JI・・…蠣横より鋤齢蝋し繭
　、

　　ヘノ！　’－w°’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　献
“・2．’罵 A　’
o、Oi　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．）　　牛込　　正一；発群…、輿著蚕試報　　 5殉一6　（1928－－1929）

o　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　　　一　　　　；蚕糸学報　　　　12　　2　　（工930）

・°’°° 增K～ul晶）5°°6°°7°°恥゜　3）晒鰍郎外2名・長野蚕灘工8σ93・）

　　第2図　上族湿慶と繭層別解舎予抵抗（1例）　　　　　4）松村季美外2名：畏野蚕試報　！g（1931）

　　e　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　金崎　輿英：上蕨改善の理論と実際60（1932）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　　ヲ事上　　籾IIイ蕩：赤｝・｝糸学　　　　　　　　　　157　（工933）

El？図には゜％及び1°°％R°H区とそれらに磐変化　・）鮒鞍・蚕綿改理化㈱輔瀦（…9）

瞥轄榊を夫々2碗示した調d騰潟量獅比較　・）瀬瀧・蚕繭学　　2エ6（・95エ）
鱗ζ・・°％R’躯囎別によつて大劃ないが・1°°％　9）渡辺綱男，晦学㈱灘14・－5、（、93．S）

原因舗醐造面より畿する轍ある…　　　1）縮賠噺瀬灘　，（、95・）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　　　　　　　　　comparison　of　those　living　cocoons　with　dried　cocoons

　　：rn　the　present　report，the　writers　．sヒudied　on　the　effect　　　the　unwinding　resistance　of　the　living　cocoons　is　layger

of　the　relative　humidity　d副n霧the　cocoon　building　6f　　than　that　of　the　dried　cocoons．　When　the　IMng　cocoQns

silkworms　alld　the　treatment　of　living　cocoons　on　the　　　are　given　the　change　of　relative　humidity　afte：tlleir

unwinding　resista職ce　of　silk　reeling，　The　brief　results　　　conlpletion　their　unwinCling　resistance　appr（，aches　that

obtained　are　as　fo110ws：　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　dry　cocoons　and　sometimes　｛s　found　to　be

ω　The　unwi鳳d｛ng　resista1ユce　of　cocoons　heig．　htens　　　　higher　than　that　of出e　latte：，

graduaUy　in　the　manner　of　un　index－numbe：curve　　　（5）工n　the　case　Qf　the　cocoons　spun　under　the　cQndi－

in　accQrdance　with　the　increase　of　relatlve　llumidity　　　t量Qn　Qf　Iow　relatlve　humidiヒy　the　quantity　ofモchoshi≒

and　it　rises　steeply　at　more　than　600r　7｛〕％RII・・　　　　　tllat　is　the　f1Qssy　wastesilk　produc，ed　before　reeling　is

（2〕The　unwinding　resistance　of　cocoons　spun　under　　very　mucl1・and　the　all　cocoon．1ayers　of　spun　under

the　condition　of工00％R，H．　attains　two　or　three　times　　　the　condition　of　O％R・II・di自sociate　themselves　after

as　much　as　that　of　cocoons　spun　under　the　conditi‘）n　　　several　minutes　in　b【）iled　c‘，coon　coφking．　The　adhe－

of　O％R，　H．，　but　in　their　drying　matters　tlle　　　sion　of　cocoon　fibres　Qf　high　humidity　division　on

defference　between　their　resistances　is　not　so　large．　　　　　the　othe：hand　is　conspicuous　and　the　tesistance　of

〔3）　1’ll　the　case　of　the　cocoons　spun　under　the　condi－　　　　　cocoQn　cooking　is　large・　Therefore　indricable　cocoons

tion　of　O％R，　H．　and　工00％R．　H，，　the　unwindlng　　　that　cannot　be　unwou瓜d　at　the　middle　or　tlie　mo就

resista黙ce　of．tlle　foガmer　becomes　high，　but　that　of　the　　　inner　layer　are　sometlmes　found・

latter　decreases　when　tlle　relative　humidity　is　changed　　　（6）The　curve　of　reeliitg　tension　of　a！1　the　Iayers　of

alternately　in　the　process　of　spinning　cocoon，　　　　　　　　the　spull　under　the　condiヒion　Qf　lew　relative！iumidity

（4）　In　tlle　case　of　the　cocoons　spun　under　the　cQndi－　　　　is　noしflucしuanし・　The　cuvve　of　reeling　tension　of　the

tions　of　O％R，　H．　and　100％R，　H．，　tlle　unwinding　　　cocoOIIs　from　the　60％R・正L　division　incgeases　gradu－

resistance　becomes　high　when　the　relative　humidity　is　　　ally　andヒhat　of　the　cocoons　fr‘）m　the　high　humidiヒy

changed　afヒer　co颯P1etion　of　cocoon　building　and　in　　　　　divisionまs　very　violenヒfluctuanし・


